
 

 
 

公安委員会定例会議(第27回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和７年10月22日(水) 

午後２時10分 ～ 午後５時３分 

 

第２ 出席者 佐伯委員長、五葉委員、小野委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官、生活安全部長、 

刑事部長、交通部長、警備部長、警察学校長、情報通信部長 

総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 決裁事項 

⑴  公安委員会定例会議会議録 

  総務室から、令和７年第26回公安委員会定例会議会議録について伺い

があり了承した。 

⑵   愛媛県監査委員による監査結果報告 

 警務部から、愛媛県監査委員による監査結果報告について伺いがあり

了承した。 

⑶  安全運転管理者選任事業所に対する特別指導の実施結果 

交通部から、安全運転管理者選任事業所に対する特別指導の実施結果

について伺いがあり了承した。 

⑷  放置駐車違反に対する審査請求の審理終結 

交通部から、放置駐車違反に対する審査請求の審理終結について伺い

があり了承した。 

⑸  警察職員等の援助要求 

 警備部から、警察職員等の援助要求について伺いがあり了承した。 

⑹  運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞 

     交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果に

ついて報告があり、審議の結果、17件の行政処分の決定について伺い

があり了承した。 

     

 ２ 報告事項 

⑴  金融機関等に対する特別防犯指導「ＣＰＰ作戦」の実施 

 生活安全部長から、金融機関等に対する特別防犯指導「ＣＰＰ作戦」

の実施について報告があった。 

 委員から「金融機関、貴金属店等の多額現金取扱所に対しては、防犯

訓練の実施や対応要領の指導などを継続して行って欲しい」との発言が

あった。 

 委員から「匿名流動型犯罪グループのように手段を選ばず強硬手段を

とる者もいるため、小規模店舗にも防犯指導をしっかり行って欲しい」

との発言があった。 

 委員から「師走に向けて慌ただしくなるため、青パト隊員をはじめ関

係機関・団体とも連携し、各種犯罪の水際対策の強化に努めて欲しい」



 

 
 

との発言があった。 

⑵  ベトナム人技能実習生による侵入窃盗（空き巣等）事件の終結 

 刑事部長から、ベトナム人技能実習生による侵入窃盗事件の終結につ

いて報告があった。 

 委員から「外国人の中にも罪を犯す者がいるため、様々な視点を持っ

た検挙活動を行って欲しい」との発言があった。 

 委員から「外国人はその国々により考え方や特性が異なるため、それ

らをしっかりと理解して犯罪の予防や検挙に努めて欲しい」との発言が

あった。 

 委員から「早期検挙により被害拡大を食い止められ、鋭意捜査により

事件の全容解明に至ったことについて感謝申し上げる」との発言があっ

た。 

⑶  ローン・オフェンダー等の脅威と対策 

 警備部長から、ローン・オフェンダー等の脅威と対策について報告が

あった。 

 委員から「日頃から情報収集をしっかりと行い、テロ等未然防止活動

を行うと共に、有事の際には関係部門とも連携し、検挙活動に努めて欲

しい」との発言があった。 

 委員から「単独で犯行を計画する者の中には、ネット空間で爆発物等

に関する情報収集を行う者もいるため、各種前兆事案を把握・分析して、

テロ等の未然防止に努めて欲しい」との発言があった。 

 委員から「ローン・オフェンダーだけでなく極左や右翼によるテロ等

も過去に発生しているため、警察庁とも連携し、テロ等未然防止活動を

行って欲しい」との発言があった。 

⑷  監察案件に関する報告 

 警務部から、監察案件に関する報告があった。 

⑸  令和７年度中国四国管区内警察逮捕術大会結果 

 警務部から、中国四国管区内警察逮捕術大会結果に関する報告があ

った。 

⑹  松山市繁華街における不良行為少年対策 

 生活安全部から、松山市繁華街における不良行為少年対策に関する

報告があった。 

⑺  科学捜査研究所におけるＤＮＡ型鑑定 

 刑事部から、科学捜査研究所におけるＤＮＡ型鑑定に関する報告が

あった。 

⑻  警衛準備業務の推進状況等 

 警備部から、警衛準備業務の推進状況等に関する報告があった。 

  

 以 上 


